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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎
通信会社（総務
担当）

販売量の動き ・新築件数の増加が大きな要因となり新築客の新規加
入件数がこれまでと比較して大幅に増加している。

○

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・地元プロ野球チームのリーグ優勝に伴う優勝セール
等により、多少の景気の浮揚感が漂っている。当面は
生鮮食品やデパートの特売品の販売が好調であるが、
前年と比べるとまだ売行きはやや低調である。

○
一般小売店［眼
鏡］（経営者）

単価の動き ・前年同月より８％程度購入単価が上昇している。

○
一般小売店
［靴］（経営
者）

お客様の様子 ・通常商品よりもオプション付きの単価が高いものが
売れている。

○

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・気温が低下した９月下旬から秋物が動き始め、特に
ヤングゾーンの売上は前年を大きく上回っており、ミ
セスゾーンの動きも良く前年をクリアしている。外出
用の服の動きが良く、婦人服全体で予算と前年数値を
クリアできている。

○

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・来客数は微減ながら、ここ数か月低迷していた紳士
婦人衣料が好調に推移している。また、前年より気温
が低く秋物衣料が好調で客単価も前年を大きくクリア
している。

○

スーパー（業務
開発担当）

販売量の動き ・近隣にディスカウント店ができて売上が一時期落ち
込んだものの、前年並みまでには盛り返している。営
業努力もさることながら、定番商品もそれなりに動い
ている。

○

スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・今年は気温の低下が早く、季節商材の動きが活発に
なっており、特に薄手の羽織物が好調である。低調に
なっていた夏物商材の動きは値下げ効果で回復しつつ
ある。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・キャンペーンで売上が良かった前年数値をクリアで
きている。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・単価の前年割れが続いているが、来客数は前年を上
回っている。

○
乗用車販売店
（店長）

競争相手の様子 ・サービス入庫は前年並みで、来客数は前年の90％ま
で回復しているが、新車は他社との競合があるため売
行きが予想を下回っている。

○
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・新型車の発売で他の車も必然的に注目されている。

○
自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・当社が扱う全ての商品分野で前年よりプラス傾向が
みられ、景気が良くなりつつある。

○

その他専門店
［土産物］（店
長）

販売量の動き ・ブドウやイチジク、秋の魚などの販売量が多く、売
上を全体的に押し上げている。総菜販売のニュースで
ビュッフェスタイルを採用している当施設のレストラ
ンへの影響が心配されたが、今のところ来客数に変動
はない。

○
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・地元プロ野球チームのリーグ優勝で当地の景気は良
い。

○
観光型ホテル
（営業担当）

単価の動き ・秋の行楽シーズンには必然的に単価上昇の動きがあ
る。

○
都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・地元プロ野球チームのリーグ優勝で来客数が増加
し、客の消費意欲は上向いている。

○
テーマパーク
（営業担当）

来客数の動き ・行楽シーズンに入り客の動きが活発になっている。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・客は必要以上に買わず、財布のひもは固い。

□ 商店街（理事） お客様の様子 ・客の動きに変化はない。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・前年９月より観光客数が少なく、地元客の動きも鈍
い。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客の買い控えが目立つ。

□
一般小売店［印
章］（経営者）

販売量の動き ・９月の決算期であるが、新会社設立や組織変更の動
きは例年より低調である。

□
一般小売店［紙
類］（経営者）

来客数の動き ・来客数に変化はない。

□
一般小売店［食
品］（経営者）

販売量の動き ・青果高騰による販売数量の鈍化、酒税法改正の影響
による販売価格の値上げのため、販売数量の減少が顕
著である。
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□

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・服飾雑貨、化粧品、美術催事は好調で前年を上回っ
ているが、婦人紳士ファッション部門は不調が続いて
いる。また、観光部門は連休中に台風が来た影響で売
上が減少しており、全体では前年売上を下回ってい
る。

□

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・９月に入り秋の陽気になって秋物衣料の動きが順調
であるが、堅調に動いていた宝飾品や特選ブランド
品、美術品などの高級品の動きが鈍くなっており、食
品も競争が激しくなっている。

□

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・９月前半は地元プロ野球チームのリーグ優勝セール
を待っての買い控えと台風の影響で、衣料品、食品共
に動きが鈍かったが、優勝セールがスタートしてから
は来客数が増え、それに伴って動きが活発になり、累
計でも前年の売上実績をクリアしてきている。

□

百貨店（購買担
当）

お客様の様子 ・９月後半は気温の低下とともに季節商材が動き始め
ているが、客はまだ品定めの段階である。また、アパ
レル業界は売上が厳しく、人件費削減が課題である。
食品は物産展を行っているが、旅行に出かける人が多
いためか客足が伸びない。

□

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・秋物のスタートとしては悪くなく、他の百貨店でも
好調な化粧品部門は堅調に推移している。また、定番
の買い回り商材には客が金をかける状況が続いてい
る。

□
百貨店（人事担
当）

単価の動き ・衣類は好調であるが単価が低下し、リビング用品な
どの動きが鈍い。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・客単価と販売量に変化はない。

□
スーパー（店
長）

来客数の動き ・ここ半年、来客数は前年の97％前後で推移してい
る。

□
スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客数は増えているが、販売量の増加はみられな
い。客が余計な物を買わない傾向が強くなっている。

□
スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・来客数が増えず、売上も伸びていない。

□
スーパー（財務
担当）

単価の動き ・野菜の相場安の影響もあるが、１品単価と来客数が
前年を下回っているため、売上が前年割れとなってい
る。

□
スーパー（管理
担当）

お客様の様子 ・客単価は前年と比べて変化がなく、来客数も減少し
たままで上昇傾向がみられない。

□
コンビニ（支店
長）

来客数の動き ・来客数が若干前年割れとなっている。

□
コンビニ（副地
域ブロック長）

来客数の動き ・天候の要因が大きく、特に飲料や弁当類の販売が苦
戦している。

□
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・景気が良い話を全く聞かない。

□
衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・３か月前と同様に主力であるスーツの販売量と来客
数が前年を大きく割っており、厳しい状況が続いてい
る。

□
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・改装オープンで売上が良かった前年と比較すれば状
況は良くないが、来客数は増加している。

□

家電量販店（店
長）

単価の動き ・来客数は前年を超える傾向が続いているが、売上の
前年比とのかい離が依然発生している。購入客数も前
年を超えているのに単価の低下が著しく、特にエアコ
ンの落ち込みが激しい。

□
家電量販店（企
画担当）

単価の動き ・来客数が前年の80％であるが、客単価が上昇してい
るので売上は維持できている。

□
乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・９月の販売台数は前年、前々年とほぼ同じとなって
いる。

□
乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・新型車が出たが、前年比で来客数があまり増えてい
ない。

□
住関連専門店
（営業担当）

来客数の動き ・大きなイベントを行って来客数が増加している。

□
その他専門店
［時計］（経営
者）

単価の動き ・来客数は３か月前より微増しているが、高額品の購
入が少なく、都市間競争で消費が流出している。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（所
長）

来客数の動き ・ファッションブランド店跡のテナント空き区画は催
事に使用しており、来春の改装まではこの状況が続
く。競合店である市内の大型ショッピングセンターが
改装前で、30区画以上の仮囲い状態なので、競合与件
としてはプラスである。



□

その他小売
［ショッピング
センター］（管
理担当）

お客様の様子 ・今月は地元プロ野球チームのリーグ優勝があり、お
祝いセールに合わせた来館が多いが、高価格帯の購入
は控える傾向であり、引き続き客の財布のひもは固
い。

□
高級レストラン
（宴会サービス
担当）

来客数の動き ・来客数は前年並みに推移している。

□
一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・客の入店状況が盆以降例年同様に減少しており、今
後も大きな変化はない。

□

一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・来客数は前年と変わらない傾向にあるが、前年と同
様地元プロ野球チームのリーグ優勝セール期間中だけ
は来客数が大きく増加している。ここ数か月に比べて
当月はインバウンドの来客数が少ない傾向にあるが、
一般の来客数は比較的好調なので差引きでは前年並み
に推移している。

□
都市型ホテル
（企画担当）

単価の動き ・宿泊客の稼働状況は相変わらず高い状況で維持でき
ており、レストランの来客数や売上も前年同時期と比
べて大きな変化はない。

□
旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・経済状況に変化がなく、景気回復もあまり見込めな
いため、経営者は経営をどのように進めるかを検討し
ている。

□
旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・状況は変わらないし、変わるような要素もない。

□ タクシー運転手 販売量の動き ・売上は前年の107.6％である。

□
通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・モバイル系新サービス、料金体系に客の関心が引き
続き高い。

□
通信会社（販売
企画担当）

来客数の動き ・客は新商品の発売を待っている様子である。

□
通信会社（工事
担当）

お客様の様子 ・客への聞き取りから、あまり設備投資ができない状
況がうかがえる。

□
通信会社（総務
担当）

それ以外 ・通信業界には景気が上向く様子はない。

□
テーマパーク
（管理担当）

来客数の動き ・前年同月と比べて入館者数と商品販売高に変動がな
い。

□
ゴルフ場（営業
担当）

お客様の様子 ・９月の予約状況は悪くなかったが、台風の影響によ
りキャンセルが多く入場者は若干減少している。

□ 競艇場（職員） 販売量の動き ・３か月前と比較して売上は横ばいである。

□
美容室（経営
者）

競争相手の様子 ・駅前の商業施設に人が流れ、土日は人通りが少な
く、週末に集客ができない。

□
美容室（経営
者）

単価の動き ・客の様子に変化はなく、売上も伸びないので景気は
良くない。

□
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・住宅購入の意欲は高いが住宅地の価格など総合的に
勘案して予算オーバーの傾向にあり動きは鈍い。

□
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・消費に向かう傾向が見受けられない。

□
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・新築物件が例年より減りつつある一方、中古のリ
フォーム物件の問い合わせは出てきている。

□

設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・分譲マンションなど大型物件は動いているが、戸建
て住宅や小規模ビルなどの引き合いが少ない。オー
ナー事業者からは、建築費が高い現在、建築をしばら
く見合わせたいとの意向が示されている。

□
住宅販売会社
（従業員）

競争相手の様子 ・他社の状況を見聞きしても、特別良い会社はなく、
どこも厳しい状況である。

□
住宅販売会社
（営業担当）

来客数の動き ・秋に入り客の動きが活発になると予想していたが、
まだ動きが鈍い。

▲
商店街（代表
者）

単価の動き ・９月は夏物の最終セールを行っているので売上は伸
びているが、まだ厳しい状況である。

▲

一般小売店
［茶］（経営
者）

販売量の動き ・相変わらず当店を取り巻く環境は厳しく、年々少し
ずつ国内の売上が落ち込んでいる状態である。いろい
ろと新商品を考えるが、飲み物があふれているので、
なかなか思うようにいかない。

▲
百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・地元プロ野球チームの優勝セールの影響で100万円
を超える絵画が売れているが、前年実績には届かず厳
しい状況である。

▲
スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・天候不順による来客数の減少が顕著であり、特に月
半ばの３連休に台風が直撃したことが、大きく来客数
を減らす要因となっている。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・人口の割に競合店が増えている。

▲
衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・取引先の話では各地方での展示会での売行きは悪
い。



▲
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・チラシの効果は薄く、イベントを行っても来客数と
売上は伸びていない。

▲
家電量販店（販
売担当）

販売量の動き ・夏の需要期が終わってしまっている。

▲
乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・新車だけでなく整備部門も前年比での実績が悪化し
ており、来客数の減少が著しい。

▲
その他専門店
［和菓子］（経
営者）

来客数の動き ・前年と比較して来客数が減少している。

▲
その他専門店
［布地］（経営
者）

お客様の様子 ・秋になっても暑い日が続き、秋物衣料を求める客が
少ない。

▲

一般レストラン
（外食事業担
当）

来客数の動き ・３連休の台風の影響で売上が大きく低下しており、
前年をクリアできていない。大手チェーン店の出店で
客の選択肢が増えて、来客数が前年の93～94％になっ
ており、ランチも95％で推移している。予約は前年の
86％で法人関係が減少している。

▲
スナック（経営
者）

来客数の動き ・９月は毎年７～８月より客の出足が鈍るが、今年は
例年より更に悪い。

▲

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・夏季観光シーズン後の落ち着きもあるが、宿泊、宴
会、レストラン共に来客数、利用件数などはやや低迷
しており、レストランではランチでの来客数が減少し
ている。駅周辺のショッピングセンターの来客状況に
も活気がなく、ガソリン価格なども高騰しているた
め、一般消費への勢いはない。

▲

都市型ホテル
（総支配人）

来客数の動き ・月初めの予約状況の動きが悪く、月を通じて伸び悩
んでいる。国内は台風の影響によるキャンセルや総選
挙モードも影響してインバウンドの動きも伸び悩んで
いる。

▲
タクシー運転手 お客様の様子 ・９月は雨が多いため行楽地に出かける人は少なく、

夜の客も同様である。

▲
通信会社（広報
担当）

お客様の様子 ・客は商品の良しあしではなく、価格の安さのみで判
断している。

▲
テーマパーク
（業務担当）

来客数の動き ・多くの来園が見込まれた連休に台風の接近もあり、
来園者が減っている。

×
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・新車の売上が目標の70％前後で景気は悪い。

×

自動車備品販売
店（経営者）

競争相手の様子 ・人口密度に対してオーバーストア化し、価格競争激
化で売っても売っても利益が出ない。また、インター
ネットで購入する人も増えてきているため、店頭販売
はますます厳しい。

×

その他飲食
［サービスエリ
ア内レストラ
ン］（店長）

来客数の動き ・高速道路の交通量が減少しているためサービスエリ
アへの来客数が少ない。

◎
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注量が多くなっている。

○
化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・ＰＰＳ樹脂又は農薬原料用途の化学会社、廃水処理
用途の鉱業、製紙会社等総じて増産による受注量が増
加基調にある。

○
窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・大型案件の製造が本格化していることに加えて、通
常品の生産が増加しており、２交代勤務で対応してい
る。

○
鉄鋼業（総務担
当）

取引先の様子 ・若干ではあるが荷動きに改善の兆しが見え始めてお
り、鋼材市況も踊り場から上向くのではないかとの期
待感が出てきている。

○
鉄鋼業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・工具鋼材、産業機器機材、エレクトロニクス材共に
受注は増加傾向にある。

○
非鉄金属製造業
（業務担当）

受注量や販売量
の動き

・液晶関係の電子材料、自動車関係の一部の電池材料
の受注が堅調に推移している。

○
一般機械器具製
造業（管理担
当）

受注量や販売量
の動き

・国内外で災害需要が伸びている。

○
建設業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・相変わらず受注の引き合いが多い。

○
輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・地元プロ野球チームがリーグ優勝し、チーム関連商
品や荷主の優勝セールの荷物の動きが活発になってい
る。

企業
動向
関連

(中国)



○
輸送業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・倉庫案件が堅調に推移しており、鋼材関連も国内、
輸出共に堅調になってきていることから好転してい
る。

○
通信業（営業企
画担当）

取引先の様子 ・モノのインターネット、セキュリティ、電子商取引
関連の新サービスが取引先に浸透しつつあり、サービ
ス紹介の依頼や提案機会が増加している。

○
不動産業（総務
担当）

それ以外 ・新規来客数と成約件数が増加している。

□
農林水産業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・連休前にはそれなりに動きがあるが、平日に関して
はそこまで動きがない。

□
食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・夏商戦が落ち着き、10月から変更されるバリエー
ションの準備段階となり、売上に大きな変化はない。

□
化学工業（総務
担当）

それ以外 ・もともと当社は素材産業であることから大きな景気
変動は起こりにくいため、直近の状況は可もなく不可
もなくの状況であり、変化が起こる兆しもない。

□
金属製品製造業
（総務担当）

取引先の様子 ・得意先の受注量は増えているが、当社への発注は増
えていない。増加分は海外からの調達量を増やして対
応していることが影響している。

□
輸送用機械器具
製造業（経営企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・新製品の受注量は旧モデルをしのぐ勢いではある
が、全体の受注量は前年度並みである。

□
建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・予定物件で技術職員の配置が目一杯の状況が継続し
ている。また、新規物件の依頼数も変わりなく続いて
いる。

□
輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・仕事の受注量に変化はない。

□
通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・インターネット環境などのセキュリティにやや伸び
が見受けられるものの、顕著な通信系の設備更改など
は見受けられないことから景気は横ばいである。

□

金融業（融資企
画担当）

取引先の様子 ・為替が円安傾向のなかで、系列完成車メーカーの新
型ＳＵＶの輸出好調により、地元部品メーカーの受注
は高水準を維持していることから、土曜操業や残業に
より納期対応している部品メーカーが多くみられる。

□
金融業（貸付担
当）

取引先の様子 ・公共工事の請負金額は発注額が減少して前年度に比
べてマイナスの状態である。

□
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量を上向きに対応してもらっている客もある
が、下向きとなっている客もあり、現状では平行線で
推移している。

□

会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・今月は連休があったものの、レジャー関連は案外良
くない状況である。サービス業や販売業も売上、利益
共に前年よりやや減少しており、製造業関連も相変わ
らず人手不足に悩まされている。

▲

食料品製造業
（経営者）

競争相手の様子 ・得意先から高額商品と高付加価値商品への移行が
徐々に進んでいるが、量的には厳しい状況である。客
が２極化していることもあり、戦略的に付加価値商品
の開発が必要である。

▲
木材木製品製造
業（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・高付加価値商品を重点に販売して利益率は維持して
いるが、販売量は新設住宅着工戸数減少の影響もあ
り、前年度と比較してやや減少気味である。

▲

その他製造業
［スポーツ用
品］（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・今一つ国内販売状況が思わしくなく、受注量が減少
している。

× ＊ ＊ ＊
◎ － － －

○

人材派遣会社
（支店長）

求職者数の動き ・週替わりで求職者の動きに変化はあるが、転職希望
も含め９月にしては例年よりも求職者の反応が良い。
求人数が多いのも影響しており、能力のある人材は転
職活動を積極的に行っている。

○
求人情報誌製作
会社（営業担
当）

求人数の動き ・求人の増加による採用コストが増加傾向にある。

○
新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・県内の有効求人倍率は1.82倍に上昇し、高校生の求
人も過去20年間で最高水準となり、企業の採用意欲は
依然高いレベルで推移している。

○

職業安定所（雇
用開発担当）

求人数の動き ・窓口での求人者からは人手不足の声が引き続き聞か
れ、好調を維持しているが、当安定所管内の９月の有
効求人数は前年同月比で、平成28年１月以来のマイナ
スとなっている。

雇用
関連

(中国)



□
人材派遣会社
（支社長）

求人数の動き ・人手不足による採用難により、今まで派遣を利用し
たことがない企業からの新規の求人受注が増加してい
る。

□
人材派遣会社
（経営企画担
当）

求職者数の動き ・引き続き求職者不足の状態に変化がない。

□
求人情報誌製作
会社（広告担
当）

求人数の動き ・景気に変化はないが、求人数が伸びている。

□

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・新規求人は受注が好調な食料品製造、ハードウェア
製造など製造業の需要が高く、また、グループホーム
新設に伴う介護職員の大口求人が目立つ医療福祉な
ど、高水準となった業種が少なくないことから、求人
全体で前年比１割増となっている。

□
職業安定所（産
業雇用情報担
当）

求職者数の動き ・新規求職者数は５％減少しているが、有効求職者数
は0.8％の微減でほぼ変化はない。

□

民間職業紹介機
関（職員）

採用者数の動き ・東海地区在住者が中国地区本社の企業から面接依頼
を受けるも就業予定場所である東海事業所ではなく、
面接会場が本社であったことから面接を辞退した。面
接は社長含め役員が出席を予定していたが、面接辞退
の報を受け日を改めて東海事業所で面接をすることに
なった。従来であれば辞退者に対し面接会場を変えて
まで面接は実施しなかった企業であるが、候補者の能
力や経験以外にも人材不足感からそうした状況を招い
ている。

□
民間職業紹介機
関（人材紹介担
当）

求職者数の動き ・求職者の動きを促進させる施策が必要であるが、実
行まで至っていない。

□
学校［短期大
学］（進路指導
担当）

求人数の動き ・求人数に大きな変動はない。

□
学校［大学］
（就職支援担
当）

採用者数の動き ・企業の採用動向はほぼ前年並みであり、これといっ
た動きもなく、現状では劇的な変化もない。

▲ － － －
× － － －
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